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本研究は、素粒子研究の主要なテーマである「レプトンの CP 対称性の破れ」

を解明する緊急度の高い重要なものであると同時に、国際的にも日本が高いイ

ニシアチブを有する研究領域である。本研究の独創性・重要性や、十分に練ら

れた研究計画に加えて、応募者らは、加速器を用いたニュートリノ研究で、こ

れまで国際的にも高い評価を受けており、優れた研究成果が期待できる。 
米国との国際競争に勝つための緊急性も高く、これらの理由により、特別推

進研究として推進することが適当と考えられた。 
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